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蒸桑法に依る家蠶の蟹蛆驅除に關する試験　

（1）　特に蟹蛆の寄生力並に蠶兒飼育成績

山口定次郎

宮坂收
馬場順一

Sadajiro YAMAGUCHI, Osamu MIYASAKA and Junichi BABA:-Studies on 

the prevention of parasitic maggots of the silkworm, Sturmia scricariac 

Cornalia, by means of steaming the mulberry leaves.

緒　　言

　灘綜業界に於ける蟄勲ll駆除豫防／）i昌1題が融去撒十ぜド來耽纂なる研究：ll泌捷して取囎され國寮

も亦之が甥策に極力腐心を績けτゐる事は改めて絃に記すijiでもない事であらう。

　家鱗の蟹蛆に關してその習性・生態、窃生1りこ態、抵抗力笠に就ては既に多敷の丈献があり、

豫防騙除の鵬の基礎的イげ1究は可成深められてゐるにも拘らす．今日未だに魔用的に一殉卸ζ：普及

施行されてゐる方法獄殆どないo只油極的には1り欝1讐歩桑を利川し蛆轡の輕減を詮1ってゐるに韻

ぎないが之が爲には可成の不便をも忍ばねばならす、併もその夢5に酬ひられざること腿々でぎξ，

る。弼して無蛆卵薬を得る爲に1洩前記歩桑に伽る外、虹紗Pの礎茄部泣が桑條のf｝k置的に難異あ

る劉』す・法翻騨i網臓らす法飽践獅アル・・液暇賦滋ラ・・液暇

囎卵の嚥ドさ翻脚艀1ヒ雄し死灘せる瀞碗が實1靴されすに在る・簸近側憩
士にょりNaphthalene燃蒸に」こる蛆卵騙除淡がilif’i：究せられた。之は可なり鯉1』的の可能・性あ

りと蓮べられてゐる。紛灘雅審41掩受けたtf［ir！・tc就ての緻ll法には蛆の氣門随罫訟、．浸水法、

趨轍棲振法獅院されてゐるが劃の糊』練だ一細τ限られた憾がある様に趣まれる。

　以ヒの他種々の駆除｝1弍瞼が試みられてゐるが何れも實施されてゐない。然るに敏に田中京四

郎氏（僻馬縣安呼1町羅種製造家）は数イ1三煎より，寵川を第一義とし金く猫内の所謂桑葉蒸燥泓ミ

を考案した。その：方法ぽ51°Cの水蒸氣lc桑葉を約10分間接鞠庭理せしむる事により口的を趣

するにある。氏は細部に渉る科撃的研究は行つてゐないが肉家の棚當多数の原篇飼育は全部之

によつて行つてゐるとV・ふ。本？」ミにより聖蛆の被害は、顯捌こ轄減し得るのみなら頻1」的には

鞘ノ燃構構踊謙購迄も糊桑砒して優つて励歎代顯もf碍の臨を・認めないと
述ぺてゐる。

　蛆卵の熟殺に聞しては自1石に岩淵民及中村氏等の褄if験域績があるが、蒸殺IC就ては館かに尉淵

氏の一部1）威績あるのみで他は何れも漁漁及乾熱の場ヂ｝である。然し乍ら蛆卵の耐熱擬抗力は

前記熱殺試験によりその範園は大略推寮しうる所で50℃は卵のi致死温度である禦が制るう

叡鰍の綱肋蹴て麟ど知られてゐないが識鋤1吻戴於て，矢llられてゐる1鋤で

は・之も乾熱と漁熱により相遼はあるが50つCは泥にtJi死rド開の1指渡である。3く蒸氣熟が湯熱

及乾熟の何れよりも生葉を傷めない黙は實瞼により明である。彦i雌董際には桑葉の生存温度で併

も蛆卵の致死澁度が同一でなければならないが、之等の黙より50℃内外の澁慶の蒸氣接脚法

が柵汝研究の側1‘正ありと考へ箆に1艸即）方法の慶際を槻るに相枷1亡刷ヒの可能性を認めた
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ので、著瀦；は之等蹴て試1瞼を企てた。而して本文に於てレ詑が第一試験として矧ljをΦ心

とし海蒸桑法による遜馴1卵の寄牛力1妻℃験と蒸桑による鉱兇の飼育域績に就て1｝己載することN

する。術来だ改良すべき黙多1“あるも之は璽に今後の問1越1とせねばならない。

　本試験を行ふに際しては釧塚鮫長よりは特に熟誠なる激励を仰ぎ、3く洲生敏授よりは絡タ∫1懇

切なる御助冒と本文校閲の勢劇1易はつftt。蝕に深i些の謝意を表す次第である。佃翻兜飼育・tiu．L

卵の探集共の他の薦に助力された濱村一滲、三釧哩治、清水富太郎氏等の螢に典↓し厚き感謝の

意を表する。

1、試験材料及方法

　材料澱品種………試瞼の域績と共に記1伐する。

　材料桑fl－il種………同　　」：

　蛆卵及無蛆卵桑の探集

　無蝋卵桑を得る爲には桑園の一部に懸綱二重張のの糸周臓を作り外都より蛆蝿の飛來を防い

だ。蛆卵の探集は綱蜜内旋1卵が思はしくなかつ海ので、校内桑園の…部でlll然謄着卵を搬躯し

fe。はじめは少かつだが6月15　il雌工他の桑園のイミ探と共に一・部に！五乏來し海ものらしく羽；贈多敷

を集めることが川來たq併も同一の小範臨iで数株内に於て毎日叉は隔日位に響栄つ海ので卵の新

蕾も略知ることが氾来たく、伍トー部は5°Cに1価1・琵しておvドご7月5rlヒ畑吏川し1itが寄小力は減じ

てゐない様であつた。然し7月末迄冷瓶し海ものは寄舵能力を可域減じてゐる様であつた。

1、i桑葉の蒸i無接鯛法

從來の試験に於て大休50°C10州1照慶の蒸鮒綱1燥輿噛霧を輿へすに虫ll卵の鼎肋を

大部分失はしむるを知つたので此の温慶を中心とし礎に45°50°55°C館の蒸無を｛乍成し疫o

稚獄期試験の如く（飼1…斗・自勺｛L’／’ifStt〔言土賢殿愈）少嚢庭躍llの場合はその一・一・部を小規模の容器で行つ7e。之

が爲には著者の一人（山口）が考案した鞭酸入」：鰐化用の電熱恒瀧1；曹を利用しそのセルロイド

の内槽に代ふるにトタン板有底圓筒をもつて外柚の湯の1翻変により内糟の空氣を口的の淑度に

coustaUtに保持すると共にその内柚の底・部には3～4　Cmの深さに水を容れ之れより水蒸氣を

焚せしめて揮1的の水蒸氣とした。之による水蒸氣の粒子はboilerにょり生する水蒸氣の粧子よ

り小さV・であらうが之に就ては別に論することとしやう。此の圓筒内に桑籠支持豪をおき荒rl

の総に桑を入れ漁潤空氣が速に桑のi測強を浸す様に注意し…51三時1翻：遡蜀せしめたo

　術此の他にも蒸i氣と火熱を併用して蒸桑を行ふ装置を作つて一一郁のものに用ひ距が、前年便

用したコツボのi釜よりは蓬かに便利で正磁iであつた。然し闇もなく實用的の田中式の装罎を校

内に完成したので欺欝用桑及稚鱗月1桑の一部は試験肖勺にも3ぐ擬用的の場合にも之を川ひて蒸桑

を作つた。蒸桑法は僚令試験の場合でも小規襖のものよりも棚！k規模のものの『方が調節に便側

で・安金であるo因にi：ll中武の「桑葉蒸燥装置」は1樗許115440號てLある。設｛lliiは更に改良の必

要多々あるが現在のものは凡そ次圃の如くであるo（本装麗は田中氏のものに多少の改良を加へ

て本校内に設置せるもの）

蒸桑護置使用法

豫め床下に炭火2k9程（来滞）を「ls央火燗に入れ此の上部に1尺位の鱒に鐡板を載せ此の．Lに悶接的に他方

のbQilerより熱いてある水蒸氣を放散せしめるo蒸氣慌は調節できる方が便利であるo斯くて下部の火氣1こ

より熱せられ小粒子となつた水蒸氣は上部庫上に均一に敷》・た蕊の間隙を除々に上昇してi傑桑抽こ充満ナる。
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室灘は次躯に上るが｝．；的澱慶となる頃火力の調節を計リ略…嵐となる様にするo後直ちに蜜内に祭：嚢を搬入

し一e閏扉するo桑は峰桑のま」が最も匝利であらうり此の時は來を緩めて入れるo田Φ瓜は9尺X（1尺×｛｝尺の

蒸築室で1圓に6貫束1S束を入tLても良いと遮べてゐるo穿薬董撃くは査葉の場合は籠に照く入れて棚のまL

蒸桑蜜に入れるのが良いo桑ノ）搬入と鐸聖に1胤慶は可成降るが室を閉営てからその嶺Lで1．1的瀬礎となる迄得

っo此1）貯急激に上昇せしめんとして火力葱徒に強める塩は危瞼であるoflLj此の問天井の賜隙の1］li閉を調縦

し蒸氣が桑の問を簡つて上昇する搬に沈意∫るo火氣の不足の揚合は容易に昇澱しないので危瞼はないが水

蒸氣が不足で火蝋のみある揚合・は糟ρ量温であつても乾熱空氣となU渠を萎凋せしめる虞れがあるから最も油

意すべきであるo構火力の調節は下部吸氣筒又は燃「1の戸のi｝1』閉に依るo斯くて15～20分位の後50つC近遇に

なるので以後は火無の強くならぬ機に瀧意する010分問重鋤蜀の後桑を取り隅し水を撒霧し普葺田桑の如く鯨藏

して麓支へない。急激の温嘆上昇を行はぬ限り寒i促計の感ずる漁変と桑條llllの感ずる温度は大差ないもので

ある。叉日的混慶に建する迄に穂長睦芋間を嬰したと思ふ場合はその後の慮理時陶を短かくする方が良いが、

之埠に就ては巣に試験の必要があるo

　之等の操作は然し乍ら始めは困難を感ずるが1・£回使用の後はさしたる危瞼も困郷1も感じなくなる搬であ

るo但し現掘の塵、火力、水蒸氣、天1卜1つ間隙鯵の調節及び鷹の敷物等に就ては一暦の工火改良を要する。
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　塵理湘度及時冊即塵灘勲は現在500Cで10分を好適としてゐるが、貸際上温度を勅眠く時lll｝を砥慢した方

が良いと，恩はれるo侮ボイラeは小形（直楓1，句《遭1サコ．8尺）のもので良く、鵬力計は無くても鑑焚へなく

危瞼は少い。然し賞際に調節を完全にする儒には調節バルブ、腱力計螂を備へれば更1こ確かである0

　　　　　　　　　　　　　2、饗蛆卵の蒸i氣接鯛法

　蛆卵の蒸氣嘘瑚！の爲には前記人工瑠化用恒溜糟を攣ヲ杉利用し友ので可放正確であるo叉望虻用

的蒸桑室で桑と共に膿理し疫場合もあるo卵は桑に附蒲せるまs2～3　mm　2ド方の小片に・切

り1定数宛網袋に入れて吊して熱蒸氣に接欄せしめた。

11．試験成績
　　　　　　　　　　　　　　　　1，．饗姐の寄生力調査

　蟄蛆窃益力の調資剛liL卵を添食せしめたものと．霞然桑の寵Nのものとこ二通りに就て費つ

た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　a．　蛆卵添食試験

　一・定盗度の蒸氣ll・l　tc－一・定1劇ilj蛆卵を援i醐せしめ．此の卵を夫々無川卯桑にlll寸茄せしめ之逡無

蛆卵桑で飼育した鱈に一個宛の嚥下をイ1躍かめながら食下せしめ以後樽び熊蛆卵桑で飼育を鞭縦

し化輔せしめて後その審生敷を調べ海。典の試瞼結果は次炎に示す通りである。

　第1表の戯績にょれば45°15分間1／：L殆ど無庭珊旺と憂りなく殺卵効堪を示さないが45‘｝30

分以E：は全部10～11の食下に鮒し0～1の寄∠1三を示したのみで55°5分50°20分では殆ど撫

く寄坐を兇なかった。叉第2表ではその彊割合に少いが勿論澁度が高い場f》は弔蜘・場合よりも

1叉時闇の長い場合は短い場合よりも～解1三の少い傾尚があるo蒸桑燈lllで索と共に1鑓理し海場合

も卵のみの蒸氣接脚の場含も効渠は同捉度の様であるo

第1豪虫巳卵添食寄血獣瞼（1）　　　　　　　　　　　舞2表i虹L卵添企雛1こ誠除（2）
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第3炎　蒸桑に依る寄止力試験　　　　　　　　　b．普通桑饗蛆寄∠1｛力試験

薬飛．蒸氣慮ll’1艮

泓唆及II劉旧

蜘’照輝（1）

封照砿（2）

450　　　15弓｝

　　　30　i｝

500　　10　t＞

　　　20　t｝

550　　　5骨

供　試
獄　数

911i，帯

蜘　数

50　　　　9

50

50

50

50

50

50

20

聾，i「罪　　澗桑とは1撚1伏熊幽三卿卵の圏1腔鮒て
渉　合　　　ゐるものが含まれてゐるかもしれない薬葉であ

18，脳　　　る。此の桑葉を蒸氣撰燭せる場合の蛆霧歩合は次

4（Lo　　　¢）通りである。　Ulj第3表は第4齢迄無蛆卵桑を食

…　　mtt…｝……』　　　下せしめ第護齢以後起鑓より駄薬（源種製造月j桑
1

1

1

0

0

2　　　　として用ひ得ざる罹慶に豆Ill卵涜蒲多き薬）を腱理
sp

“　　　　してその審搬歩合を調査し7eものである。（第3表）
ゆ

“　　　之に從へば鮒照廠の40～18％の∫膳1捗禽に鮒し

゜　雌蠣はo～2％の徽に1繊してゐる。
°　　il距く駄桑に就て舳貸期の・図ζ於て和常多獄の

備　港　　　　　　　　　　　　　　　　　　1職兜に就き撒陥種を材料として試駒し疫が之が成

簗噸欝魏×脚蹴　　　績kよ次の珈働る・（第蜘薬嚇欝薬榊にて
　ll｛　期　5齢餉食1よりo　　　　　　　　　　　　soaClo5nkを探川したo

節4表　蒸藥による審逃kカ｛試験
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1’

_‘繭
5曹2

・fa測胃べ働

期崩1繭数
8闘

5，3　　　4

5，4　　　3

バール（殴）
　鹿　　斑

N　1　10號

舞欄・，・

蒸　　桑 5，4

4

粒
X）OO

〃

〃

tt

郵

郵

健輔数

163
187

175
19，　O

96
127

1（3：1

168

虹　轡
蛎　数

丈106號×鰍18號 無慮理桑
蒸　　藥

3

・…

22
7

23
7

30
17

2s
lS

剛堀・・
3001　．＿ny　　50

・・1－　4

舞蓉死蜘繊環
　　％13．49　　　　　　15　　　　　　峻00
3．20　　　　6　　　　”

13．14　　　　　2　　　　　rt

3，6S／　　　　　3　　　　　〃

31．2S
13．3s

74
56

多

コ．7。17　　　　　｛）　　　　〃

10．71　　　　4　　　”

10．28

16．7
，9．　，O

17　　　300

　F
一1　－
「　　醐

勘1之に從へば蒸桑給典酬詐期、よ棚肋臨によ蝕1隅の搬に勿はあるが侮穿しも本試験の

範圃では助～η2位剛襲賊を見てゐる噛燗である。

　倫肚獄期の金齢期聞蒸桑給與の場合は第5表の通りであるが此の場合は絡姶歩桑（駄桑に封

して川ひるもの、識種製造用として蛙審少き薬楽）を川ひたので蛆審輕減の1剃合は顯菩に現は

れないが封照賊の2～9％に封し45°C15分1、llti　it除いて醸0～2％内外に」1：つてをウ0％の場

合が多v、o（第5表）
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第5表　 難桑…に依る寄生ソJ言弍験　　．

封照1蕨虹害歩含　（％）

匪番號1　♀　i　δ

1

2

3

4

5

6

7

21｛・　均

4．08

4．80

4．69

8．57

9。00

5．S1

5．00

6．57

3．75

6．OO

4，00

L20

2，16

4，38

5．35

3，s3

蒸　桑　1、t？；離　害　渉　脅　（f％　’）

一π｝｝ﾏ二L。十一一禦一1㌔＝＿　　　＿＿＿聯丑　　L＿．賑．．＿　．＿＿＿．＿＿＿・

450　15’
（u）

　　　30

500　10

20

550　　5

7。3t

O．00

2，43

O．00

O．OO

2．60

0．00

鱈，94

0，00

工。60

7，40

1．56

0．91｝

O．79

0．oO

工0，0し）

2．22

1，60

O，00

Q。oo

備考　測’照i旺　1～2は女’言めより鋤照II旺として設けたもの

　　　　　　　3～7は稚数蒸桑月1：銀魯三通桑給拠の場合のものであるo

　　蒸桑1，賎Aは全齢蒸桑給與1砿（支106跳×欧18號）1］1：嬬1：獄（45齢）給輿1曜（駄1δ猟×丈二10G號）

　　供試獄数　111砿　75～150

2．蒸桑の飼料的慣値試験

（主として識兜の護育縄遡及繭質1こ就て）

　蒸氣庭理薬の飼料慣値グ）問題は火れが次代を考へねばならぬ醗種製造用桑である丈けに最も

愼醜に考慮されねばならぬ。蒸桑に依る1黙質の試験は別に｝羅告する心算であるから本文へは述

べす主として獄児への影響を述べる。實際問題としては霊として45齢の肚灘期給與の｛tlk窒’tの

ものであつて稚獄期試瞼の必要はないわけであるが稚獄期の試瞼は3く樂葉の債値‘剛駈の一・’助と

なるので敢て試みたo第一回は春期に於て桑葉の飼料領値と匠可時に蛆卵寄‘i…試験をそ了ふべく虚

理濫度及時闘に關して種々の組食せをなした。夏期に於ては主として50°10分に於て蒸桑の新

蕾が慧の獲育生理に如何なる彬響を興へるかを調べた。

　桑葉は高温の庭現叉は長時lllj貯桑により禍攣するが、試瞼に探用した範圃では蒸桑は多少」萎

凋するが直ちに禍愛悪化することはなく鍛兜は相當に良く食下してゐた。絢稚鋸用桑は軟渉量で

あるが動もすると懇攣しやすい。然し稚鋸用桑に於て趨當な場合は普通桑より乎濁糊硬となリ

パキパキした感を與へる様になる。

a．滅餐謡　歩會

　種々の盗度に種々の時間接鰯・ぜしめた桑葉をもつて鷲兇を飼育した場合蒸桑の新蕗を．火々轡

通桑と比較した結果は次の表に示す通りであり、以下何れも之等の飼育＾を打ひ來つたものに就

ての調査であるo
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¢1∫6表　減　銀　が　合

圃　　　　測

謝・1照ll旺（1）

稚　霊訟　期

　450（C）　15分

　　　　3玉0分
　500　　　10分
　　　　20う｝
　550　　　5弓｝

全　齢　期
　450　　　工5骨
　　　　30　’，｝

　500　　　10～｝

　　　　20珪
　550　　　砂

4齢初期猛兄数

　　　　　30Q

127
コ50

271
280
150

150
150
300
300
工50

測・照11旺（‘’｝N）　　　　　　　　300

11i：　獄　期
　450　　　　1tt）モ｝　　　　　　　　　　　：150

　　　　30e｝　　　　　　　　　15｛｝
　500　　　　1く）昏｝　　　　　　　　　　　300

　　　　20分　　　　　　　　　300
　550　　　5r，｝　　　　　　　　lr）o

上籏聾凱数

291

119
114
263
263
145

13；9

147
292
2s7
129

279

147
148
298
2｛｝1

133

4齢初期より上
籏迄の1成鐡歩合

3．oll

6．29

24，00
2．95

4．29

3，33

7．33

2騨oo

2．66
4．1モ3

14。｛｝O

7，0〔｝

2，00

1，33
0，（；6

：S，oo

lL33

上繭数　聖響｝野弊

　　　　　　　　％
257　　　　　　　85，67

　　L

　　l

＿　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚

237
L38
122

129
117

凱4
238
117

25・1

IL）s

】14

259
252
132

87，45
S5．QO
8L33

86．o〔｝

78．oo
81．．：ll｝

79，：13

78．‘｝O

t　‘1．67

陥．33
76，0t｝

86，3：1

84．00
8δ．｛，o

　備考　甥照臓（1）及稚録1り1、全齢期lliεぱ寛101鵬×1歌18號

　　　鋤照砿（2）及翔ヒffM・jlXは1歌1S號×丈106號

之に從へぱ4齢より扁奨迄の滅撒態は雌　沙きものはf・樽矧1｛櫃と糧婆なく・50°105瓶は

何れの場合も特に悪影轡なきを知つた、然し稚識1僻合輿櫨は稚欝紳の減灘継央鷲と岡時に1照｝置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期の灘児をも傷轡しやすい傾向を兇だ。絢4齢麗

　　　　　　策7　表　　　　　　　　撒に鮒する上繭歩合を見る｝ζ金齢期及稚嶽期下電は

＿．．．－tt

@　　＿＿一・一一一一一一一　　一一　　　概して危瞼であるがSIヒ鷲期111蓬では封照1腿【こ優ると

稚霊訟期

聾葺m斬鱒桑
；llF酒斯鮮桑

尋lf’鋤　桑

蒸藥新鮮桑
蒸桑新鮮桑
吊「1油　桑

1‘樋貯藏桑

轡通貯職桑
聾　通　薬

i蒸桑貯藏桑
蒸薬貯藏桑
普　樋　桑

；11：　鱗　期

7酋麺新鮮桑
・聾　麺　桑

魯通籍鮮桑

蒸桑薪鮮染
聾　通　桑
i蕪i難新鰭桑

．slt・：・：　・1・「　　匹　吊「r：通91a亘皇藏桑
l　　　iケ

晋　・通　藻

魯通貯麟桑

蒸桑轟’踊蔑‘藁

魯　麺　桑
蒸桑購；藏薬

幣繭歩合　　　　も劣つてはゐなV、　o（第6表）」る新鮮薬と貯戴桑に

輪　A…　就ては4齢麟袈数融ける翻妙餓蒸桑新鮮が
　　1囎　凱て良く樋轍91綴之れ蝋ど剛鰍榛ぜる
　　Sl・GO　　　場合は新魚獅1”dlよりfiijれも劣る纐陶がある力洲：猷期

　　S9．09　　　の蒸桑貯蔵は・普通桑貯藏より1塞∫域良い事は一一一回の

　　　コ　
　　S6．sg　　　威績では決定できぬが淀意すぺき事である。術稚

　　76．O、1　　鷲中の貯桑（謬f通桑蒸桑共）は批獄期迄影卑響して減

　　1躍　勲多からしめる。㈱・表）

　　38。42　　　何艶識はヨ｝三に糸宿小性のもので細小となり榮養不

　　1轍　購の」II　〈なつて蜷れて行くもので膿病もないで

　　　　　　　　はなV、が此の爲に出たとは思はれないo

備考　璽凱品種　支105號　　　　　　　　　　　　b，　蹴1イく重及虫爵1木煎

　　　欝繭歩合は4齢畷鍍騒ノ・緊’1’1　　　　休IEの大なと，もの必しも健撒とは2ミへぬ一E・　asら

　　　としてi櫛したもの・　　　うがtek315：tよ多く¢場含燃して効1植もブくと見
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て叢支なV・わけである。佛壊1、2．3，蜘及卿嬢）

之が糸課は全齢陶勲乏も悪くノ麺…岨大なるもの‘1旗55・C5分は良くない詮休1・1勺に云へば4t

ll賊51轍㈱9表）で鰍繍・鴫勝る」胎も劣るi糖もあるが50・C　10分劇・蝕して・，51：：づ

嬬なしと云ふことが出來る課1翻く重も亦1徽である燃薬が釦、ひが飾。撚し」F・lt．；（：撚

桑貯桑置は梢劣る。

　輔休重も大休嗣様であるが5齢期のみに就て斯鮮樂と貯戴桑蔽」：を上帥交するゐ蒸桑新鮮械策

1位で葡桑糀醐脚玉極燃剰1礫、・樋ltl・鋤順で測繁し醐でセ燃桑破v蝋職
鷹i歩含と比較して見て礪白い事と思はれる。（第10表）

第8爽　丁，x　休　　鎗

（1）　41民証凱イイ蔓「t　（t9・9・1001il’t）

11砿　　　　　　別

封　照　涯（1）l
l注一！lc）擢£‘1ん｝1

　　　　　　　30分
50° @　　181封
550　　　　　　　　5な｝

稚　雪置　蒸　桑　1轟1；

　　9・
79，10

S2，70

87、25
75．05
78，60

78。櫛

歪　齢　難　葉　1，v

　　糾・
79．10

72．75
7｛｝。6〔｝

75．8｛l

G9．｛沁

㈱．3昌

肚　謬：1，燕　i桑　｝・lt

　　Ft噸

7s．4邦
H｛1．：；5

？9．7〔｝

7G。｛附

呂L｛｝〔1

75．〔｝e

備考劃照1，｛tl；（1）及、稚獄期、蚕齢期の材料は剋o｛槻x駄ユs號

　　封1照圃（2）及nl：銀1り1剛オ料は階18號x支106號

　　以下11弓陶1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

（2）熟獄体煎　（鋤100破）

1亟　　　　別

鋼’　照　1櫨（1）

封　照　甑（2）
450（G）　　16分

　　　　　30b
500　　　　10　｝）

　　　　　20分
55Q　　　　　，5骨

稚熊蒸薬　聡　　　登齢蒸桑　il、評こ

♀　　　　　6　　　　　♀　　　　　δ

　93s2．5

400．0

385．0
411，5
414，5

339。9

，、2．513s2．r）

引　　一
3正5．0　　　　　362。5

330．5　　　　3S1．i）

326．0　　　　37LQ
321．5　　　　　　327．0

3°o’O 堰@蹴゜

312．5

325．0
3Ω5．⇔

345，0

275．0
278．5

Jll：獄　蒸　i薬　賊

♀　l　iS

麟74．0

390．5

376、0
37話．0

339．0

3）∫｝，5

327．5
34β．5

327．5
295．0
300．0

（3）蝋　体　皿　（劉・50頭）

臓　　剃　稚織蒸桑甑　　金＿璽勉鑑選璽＿
　　　　　　　　♀　1・　　♀　【・
樹　 員｛｛　温　（1）　1　　　　51r5

劉’照　腿（2）　　　　　－
450（C）　　　lr）　’，｝　　　　　　52，4

　　　　　30E｝　　　　　　46．6

500　　　　ユOD　　　　51．5
　　　　　‘i，o分　　　　50．5
550　　　　　　　5筆｝　　　　　45．4

35．7r　5、．5
　　　　　　　　　　　　
舞書：8　｝　　　　窪1塁：零

37・Q　l　　42．7
36．0　　1　　　　　42．5

35’8 堰@4L5

Sll：銀　蒸　ii｛e　嫉

3ろ．71

＿　1
35．o　l

33．O　l
33、5　i

3L5　1
32．o　l．

　　　

♀　1　・，

48．5　　　　　　　’t（1。2

翻　　灘
4・孟．6　　　　　　：｛ti．3

46．4　　　　　　　　3t｝．3
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第9表獄体煎（魯崩桑及蒸桑の鷹：臓の影響）

正販　　　　　　　別

稚㍊期Dロ・鐡期

新　鮮　i藁
新　鮮　桑
一Y「i：　…i磁　桑

蒸藻新鮮
蒸桑新鮮
普　通　桑

貯　 識　 搬
貯　 識　 桑
普　通　桑

蒸桑貯桑
蒸薬貯薬
啓　揃　i桑

新　鮮　渠
曹　 涌　 桑
新　鮮　薬

蒸桑新鮮
靴：　揃　渠
蒸渠新鮮i桑

貯　 識　 繋

魯　揃　桑
」！’三皐　識　桑

蒸薬貯桑
魯　 鋤　 桑

蒸薬貯繋

5齢鉱体重（♂早混合1封100）

起釧盛fm　i熟scl
　9t・
59。5

54．0

57．3

55．4

54．5
r）S　，O

54．0

54，0

55．o

2S3．0
278．0
2SLO

284．0
2S，　O．0

2S3．0

277．0
鎚76、0

279，0

51、4　　　　260．0
53．3　　　　265．0
52。3　　　　273，0

232．0
224．0

233．0

23ワ．0

233．0

235．0

蜥休鍍（胸『10）

9ies
12．4

13．1

12．6

12．0

12．3

11．5

220，0　　　11。8
22LO　　　l2。4
215．0　　　11．7

L）Oi　0

2G8。0

鋼5．o

11．c，

12。1

1L1

9．7

9．3

9．8

9，4

9，5

9，0

8．9

9．6
，9　，9

9．2

9，0

9．1

備考締鰭iは轍に新鮮なもの。貯識環は1m隈i喋後f輔」せるもの。

第10爽　螺体霊（5齢期露埋i築給輿の揚合）

新　　鮮　　集

蒸努ft新鮮桑
貯　　瀬　　桑

蒸　鯖貯　戯　桑

5 爾喬｝越微　 5爾壼411H　 5鋤令7flllG～客聾譲）

At

28，3　　　　　　97．0　　　　　　　120

28。4　　　　　　　　　　97．0　　　　　　　　　　123

fi8。4　　　　　　89．0　　　　　　　105

2S．4　　　　　　　　　～）O　　　　　　　　　　　ユ14

蜥　体　黙

54．2

56。2

49。5

52．1

備暫供試獄　4齢迄曹通桑飼育をなしたるものを5齢期ll　】丈け腱Jll療給興、50鯉〔体鉱

　　　　　　　　　　　　c．磯育終過
蒸桑給與が褒育維過に及ぼす影響を調べた所によると次の通りで蒸桑程慶の大なる場合程纒

過は延長する傾向があるが、試瞼の範圃では10～24時間位延長してゐる。適當と思はれる程度

の場合ではあまり大差ない。（第11表）術夏期試瞼に於ては新鮮桑も貯磯桑も利灘期の勲糠貯桑

を除いては何れも大差なく表はれてゐる（2β12摯ξ）。要するに蒸桑飼育は動もすると経過は延長

する碩陶があるが火霊な）・場合もある。之れ恐らくは蒸桑が貯藏に因る桑の萎凋悪墜を逞らす

のではないかと考へられる。

　術春期と夏期とに於て1ま桑葉の硬軟の度分も異なり春欝1田には棚軟葉が多いので影響は受け

やすい様に思はれ疫o
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第11爽號轡組描（1）聯雪翫期

1旺　　珊
’、1、・

_　 齢別
齪諜商’＼一

劉’　1照　 1鉦

450、　15
　（c）．

　　　30
500　　 10

　　　20
550　　　r）

1t．1il’”’P　｝蒸Pt厩

1～3齢4～5齢　合計

　H時　　 目嚇　　　 u町12．14　　　14．06　　　　26。20
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繭の大小、繭鉱・繭El菖E、繭欝沙介等に就て調ぺ海結果は次げン題i｝であゐ趣ぐ第13メ織鰯韓卸

繭質は凡て飼育中の影轡を受ける事大きく飼育域毅の」廻きものは繭質も戴を罵息く之に反す

るものは悪い。帥蒸桑匪は1燈lil不遡常の揚膏は繊：して形は小さく繭璽島韓い繭紬乳叉捗痔も移

少劣つて來る。然し遡當礎退脇｛｝こは余i，封照織とソく難がない弘茅00C1｛γ，卦瀧難は却つ鷺㌍認ごゐ瓠

場合が認められる。術批餐；置期には桑を貯戦した場．合蒸桑の．方がず1：鋤熱よil馬購つτゐ耳1琴事1之興

昧ある窃實である、新鮮の場合は蒸家是庭照の有無ほあ読1｝踊擁がないらししt，》
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黎照

　　　　　　　　　　　　e，　桑聾婁の食下最鴻化彙の割合

　普通桑と蒸氣庭理桑とに就て食F量及溝化轍を比較したが．次の如くで遮當1雄1！桑は食下も

漕化も共に封照と大蕗なくむしろ多い。撚し他の慮葦ili慨は概して域績劣つてゐる。（魏1鞍）

　貯桑せる場合は薪鮮岡に劣るが、その1肺こ於ても蒸桑が普通桑より多いことは注意すべきで

あるo（第16表）
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7、88

7．21

㌫

熟鋸休餓

IUt｝

’t　till

ler，

11・1

臨

II9，考　　察

　本試験は如何なる程慶の虞理量（温度並に時「m）カ1蛆卵の寄盤力を殺載し萄月．藥葉の飼斜的

綴値に鐙化（低下）を與へざるかを決定する爲の第一試験であつて，之を以つて直もに最後的

の債値判臨を下すべきものではない。EII本試瞼に於ては蒸氣腱理は可域良く蟹蛆卵の宥生力を

減するものであるが、一方に於て典の顧i醗を訊る時は重力もすると藥葉の飼糊剛直がfik”T“して

虫質繭質に迄影響する虞れがありi現在50°C工0分（次は45°C30分）が比較肖勺有効安発である事が

判つたが之をもつて未だ最適といふととは川來ないo虫［t卵及薬葉に就き…贋姻醸」熱試駒な要す

るo著蔚等が本訓査より得た継験よりすればL47～48eC15～20分櫨がより好適ではなV・かゐf，？

する。高盗はより多く蛆卵の寄坐を阻11：するが反封に桑葉悪化を惹起しやすいので納｝想1；して

は蛆卵致死の最低濃度で庭理峙聞は可及ll勺短い場合が有劫安盗なのである◎然し蛆卵は1膨）病

原菌等とは異なり完杢にその杢部を殺滅せねばならぬといふ程のととはなく、より小くするこ

とが川來れば良いので之が爲には侵時開を嬰しても低湿の腱理の方が安経である。けれども實

際慮川の場合1回に多雷ヒを蒸氣庭理する時．長時冊を婆することは能墜が低下するジ）で出来ろ

ならば1回10～30分の虞理に止めkV－o
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　術叉實際問題としては蒸桑裟置により蒸桑を行ふ場合、何人も先づ懸念せらる蕊如く装醒の

内壁に近い側の湘慶と桑葉の感する温度とは常に多少の譲異があるから、円的濫渡以ヒとなさ

ナして恭氣の下部より上方への流動をなるぺく漣かならしむる様溝度訓節をする必要がある。

　憂に試瞼の場合も魯通飼育“）場合も貯桑並に給桑法に一段の注意を抑はねばならぬ。新鮮桑

が貯蔵桑に勝ることは勿論であるが貯戴した場合のみに就て見ると勇1嘘芝lr薬より蒸桑の方ガ不1Il

勝れてゐる如きは興味ある禦魔で凄》ると患ふ。

紛桑葉の質的憂化緬転、綜風薩卵及次儲撫蹴ては績いて調徽進めてゐる力署誕を要

するに本罠虻瞼範園内に於ては勃糠嘘選illにょる蟹蛆卵の駆除？」ミとしては45°C－30分又は50°C一

工0分の腱週1！によつて實川的に蟹螺1圃徐の日的を逮するのみならす、黙薬によるIH蝦飼育の場合

に共の魔理法の遮常なる1！lkiりは盆々晋通桑に比1，却つて飼育成績を良ttr・ts・らしめる場合があ署」

ことは一顧に値する問題でdi’）る。　mして以Lは木法の％案者たるill中氏の實績を學究1’1勺立場か

ら：褒轡した迄であるo

MV．要　　結

　本文は蒸氣接働腱理による挫蛆卵の霜蹴力殺凝獣瞼及び蒸氣慮馴猿の撒兇の飼料的偵佃1・1；，〈験

を省ぴ、蒸桑が蟹蛆駆i喩豫防に適當なりや、叉如何なる腱理蒸氣の澱慶又は時間が之に女r適す

るやに麓ての第一試験であるo之が要結を旨己せぱ次の如くである0

1・　添食蛆卵の審～1£1尉倫・は無威斑lll麗60～90％の寄～i£に鋤し蒸戴慮憂；ll匝は0～10％の審～｛｛に』h

　　まる。

2．　普通桑食下の場脅虹L卵寄雄害lj合は

　　駄桑蜘嬢聖11，囎0～40％に封し　　駄桑蒸桑慨0～2％の寄～1三を示し、

　　歩桑無庭珊1磁～9％に謝し　　歩桑蒸桑置0～2％の審生を示す。

　術無庭理桑賊にi’ヒし蒸氣庭理桑1概は

1．　a．稚翻中は蒸桑の影響を受けやすい。

　　b．適欝威理慨（50°C10分～45°（130分位）は減翻歩合は魯通｛桑と大薦がない。

　　c・貯蔵しノと場含蒸桑の方力｛滅獄が少なV・傾向がある。

2．　獄休重は　　50℃10分匿内外は大霊なV、、他は1脛いo

　　蛎休重破　　50【CIO分眼内タトは稽重い場合多いが、概して大盤ない。他は脛い。

　　　　　　　　蒸桑の場合は新鮮の場合も貯1概した場合も二普通桑圃に比べて禰電い。

　　畿育縄過　　利讐延長する暢合・もあるが大泰iなV頑易合もある0

3．繭　　　質

　　繭形は雌は概して小さいが雄では大繋ない。葡50°C10分慨内外は何れも大整はない。

　　繭重は一般圏i　｛）・f鮮0があるが50℃10分内外｝こ於ては大叢なく却つて重V蝪含がある。

　　繭暦重　　繭璽と岡一傾向を示してゐるo

　　繭贋歩合　　繭重と同一傾向を示してゐる。

4．　桑諺婁食騨F率及消身イヒ欝銭

　　食下率は蒸桑Mは各颪とも封照圃に比して概して少ないが漕化傘に於ては50°C10分1，：’1はゴllエ

　　て調照慨に比し糟加の傾向あり。殊に封照貯識桑に上ヒし、蒸桑貯1蔵桑は食下乾物歩合及び

　　油化陀物歩含を著しく塘す。

結　　論

桑葉を蒸氣庭灘（50°C10分）することに僧り家翻の蟹蛆の寄蛮を豫防する事は可lavt－・効の方
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1法と考へられる．鯉柳加・に於ても畑　の割三力を9（瑚徽蹴奢昏て伽・も難瀦鍬

醗し脇且つ鮒鰍前1，正にさした聴欄ξ酬償醜い謙慨・働烈で（’・t鍋す既
瀬筋滋あ糟り謙の食酬ド・勺債備低下せしむ翻i向働るから」：り謝の瑠繊を必要

とする。　　　　　　　　　　（於上田羅線專ll騰～校）
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R6Sum壱

Beca。、，　a。y　p，a。tica1瓢，th・d・f　p・eV・・ti。・。・d・・t…ゆ。f　th・p・…it1・m・離・t・，

St。，，ni。．伽磁C。，。。li。，　whl・h　give・9・・at　dam・g・t・・e・icU1t・wist・ha・・。t

hith。，t。　been　kn。w。，　w・h・ve　st・di・d・漁・th・a・f・te・m1・繕the　m・lb・iry・1・avex・bef。・・

f，edi，g，　f。，　the　sake・f　d・st・・cti・n・f・孤・99。t－・99・whi・h翻・id繊・1・…畑。f恥

1eaves．．

　　Accordi1ユg　to　the　present　experiments　on　the　parasitic　capaclty　of　t】le　mft蝋oむe雌＄，

it　was　ascertained　that　the　e晩ctive　dosage　of　water　val二〇ur　which三sユ1c（xle‘モfor　the

P，rf。、t　i・sectl・id・1　P。w…g・｛・・t　the　mag9・t－eg9・is　c・・伽・d　i照…セai・1i撒iい・ln－

gin寓f・。m　20　minutes　at　50°C　t・5minutes　at　55°C・

B。t至・p…廿ce・f・th・・treatm・・t　th・・ptimμm　d。・・g・・f　wat・・v・P。・…ilU・e　c。nsi簡

dere　d　to　be　nearly　10　minutes　at　500C．　On　practicin黛the　above　111eiltiollex1　｛r（…atment，

not　only　the　90　per　cent　of　maggot・eggs　nユay　Ire　killed　before　hatchin鍔iil　the・stQnutch

of　silkworm　larvae，　but　nQ　1）ad　illfluences　wiU　be　g三ven　to　tho　n、ulberry　1恐ave黛，　si！kssTorni

and　cocoons　by　means　of　steamilユ9　ths　Ieaves・

　　　　　　　　　　　　　（College　of．　S3rミculttzre　and　Silk－industry　Uyeda，　Japan、


